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地域の「お宝」を紹介します！！

「お宝」その1 健康の秘訣は人との交流

地域の「お宝」には、社会参加のきっかけや介護予防・フレイル予防の効果があります。
また、定期的に顔を合わせることで見守りの効果も期待できます。
ぜひ、皆さんの地域の身近な集まりやおたがいさまの活動を教えてください！
職員が皆さんの地域を訪問し、活動の魅力や効果を発信していきます！
本会(℡85-7024)までお気軽にご連絡ください。

＜「お宝」ポイント＞
普段のつながりが見守り・見守られになっており、何かあったとき、すぐ気がつきお互いに声
をかけ合えるのはとても素敵なことです。これからもお元気でモーニングやお花屋さんに4人
で出かけていただきたいと思います。

＜「お宝」ポイント＞
土屋さんの健康の秘訣は、人が集まる場所に行き、そこで出会う人との交流や親しい友人と
「話すこと」であり、人との交流や友人との会話は心の健康にもつながっているのだろうなと
感じました。

丹陽小学校区にお住まいの土屋さんは、60歳の定年後から２つの体操教室に通っています。
友人から「体操をしてみない？」と誘われたのがきっかけで、いちのみや中央プラザ体育館で

開催しているリフレッシュ体操と丹陽公民館で行われているBHBクラブに参加しています。
体操をすることで身体を動かすのはもちろんのこと、体操の終わりに友人と喫茶店で集まり、

いろんな話をすることが楽しみになっています。また、土屋さんのお住いの地域で行われている地
域のサロンに参加したり、民生委員としてひとりで暮らしているご高齢の方を見守っています。

「お宝」その2 普段のつながりが健康・見守りに
丹陽南小学校区にお住いの仲良しの4人。旦那さんが
お仲間と集まる様子を見て、集まり始めたのがきっかけ
で、その付き合いは40年以上になります。日頃からお
互いに声をかけあい、時間が合えばモーニングや好きな
花屋を巡るなどして、朝から夕方まで一緒に過ごしてい
ます。
一人の方が転んで洗濯物を干すことができなかったと
きは、日頃のつながりから他の方がすぐに気がつくこと
ができました。また、気づいた方が「救急車を呼んだほ
うがいい」と転んだ方に助言され、病院につながり、大
事に至らなかったこともありました。

「お宝」とは地域に以前からある活動や、日常的に行っている住民の支え合い活動のことで
す。「お宝」は福祉活動の土台であるとともに、身体的・精神的にも良い効果があると言われ
ています。今回は2つの「お宝」をご紹介いたします。

地域の「お宝」教えてください！

ワンポイントQ＆A

かかりつけ医をもちましょう
質問：かかりつけ医について教えてください。
答　：かかりつけ医とは、皆さんやご家族の健康管理をしてもらえるホームドクターです。

　　　　それぞれの体質、生活習慣や病歴といった普段の健康状態を把握しているので、ちょっとし
　　　た変化も早期に見つけることができ、緊急時にも適切な対応をしてもらえます。
　　　　必要があれば、専門の医療機関を紹介していただくこともできます。
　　　　病気の治療だけではなく、健康に関する相談も気軽にすることができるいちばん身近で頼り
　　　になるお医者さんです。

・普段から受診をしていることにより、健康状態を把握して異変を早期に発見できます。

・総合的で、一貫性のある治療が受けられます。

・自宅や職場から身近な場所で、気軽に治療や相談ができます。

・健康診断の結果や生活習慣改善へのきめ細かなアドバイスが受けられます。

・「はしご受診」がなくなり、薬の重複もなくなります。

・訪問診療などにより、安心して在宅医療を受けられます。

ＰＯＩＮＴ１　かかりつけ医をもつことのメリット

・お薬手帳を見ることで、現在飲んでいる薬の種類や病歴が分かるため、必ず持参しましょう。

・ほかの医療機関で検査を受けている場合は、その検査結果も合わせて持参しましょう。それに

　より、不要な検査を避けることができ、負担も軽くなります。

・時間内受診に努めましょう。

ＰＯＩＮＴ２　受診するときに気をつけること

かかりつけ医は、予防接種や定期健診、がん検診や認知症などといったライフステージに沿っ
た対応をしています。例えば、介護保険サービスを利用する時に必要な意見書の作成等も行って
もらえます。

・医療、介護、福祉の連携にも取り組んでいます。

・在宅医療や療養のことなど、困ったときはかかりつけ医に相談できます。

・精密検査や高度な治療が必要な場合は、かかりつけ医が適切な病院・診療科を紹介します。

・かかりつけ医の紹介状を持参すると、紹介先の病院でスムーズに受診することができます。

ＰＯＩＮＴ３　ライフステージに沿った相談
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